
第.u卷.第4第近畿甲蟲同好會
(通卷第6號)

昭和22年9 月
會 報

H fp二十二年 i l 二十一日印

H和二十二年:;It,1に十五日新
異 9川 責 御最山

要 大 倉 正 文
大販 m ●9 a小路 申= T日

'Ia新  宏 榮意t:印 刷所
l 兵章9川 責 御段山
, 大 ft正文方
‘l B行新  近義甲 a同好會

- _ _ _ _ _ - - - - - - - - - - - - - - - _ _ - _ - - - - - - - -

_

1

THE.TR」RNSACTIONS OF
VOL. II, NO 4. THE KINKl COLEOPTEROLOGICAL SOCIETY SEP・1947

- 吉 丁 虫 雜 記 ( I )
黑澤良彦・ 伊賀.正汎
BUP.RESTI D NOTES (1)

By.  Y. KUROSAWA ,& M. 」;GA

私等の今までに知り得た吉丁虫の知識は極めて潤く未it解決せねばならu間題も
多いが一應今後上記表題の下に・日 本を含む廣く東確の吉丁虫に就いて.E、aつく ま l
に書撥つてみたい. 勿論東亞と云 もの 日本其他 日本領の吉 が主題となる

のは當然ではあるが, 本文を草するに當り常 御悉切な御指導御援助を忝なうしっ

ある一iし州帝國大學農學部111. 虫學敎室の江l時i第 三, 安松京三兩先生及び白水隆氏並
びに貴重な標本の御恵買?御貸與を賜った諸氏に深甚の謝意を捧け る次第でのる・

1. 日本未記録のチビタマムシの一種に就いて (On an un「eCO「aed Species Of the

Genus Traehys FA.BBICrUS from Japan )
日本にはその狹小な面 に比較して Trachys?は概類多く , 記 された種類だけ

でも (但し從來Trachys屬中に包含されて居たHabroloma照lを'除く) 'l 指を屈
するに餘りぁり, 之に未記 , 来記録の;f重を加へれば其の數は二十種に達するので
はないかとも考へられる.
茲に私等は日本に比較的廣く分布するが未だ其の種名の一般に知られて居ない本
屬の一極に就いて報告する .

、

Trachys minuta ( fINNo, l'11;8) ヤナギチビタマムシ
BuprestiB minuta 「.・iNNE, Syst. Nat., ed. 10, I, p 410 (1758).
Brachys saIicis LIEWIS, Journ. 「 inn. Soc. ool. 「andon, XX IV, p 337 (1892)

(syn n o v ).
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産地 :  1雄, l l確, 青森解八 市 (「X. 1944, 鈴木孝太郎採集) ; 1雌, 山形解酒国市 (13. 、

V「・1937, 鈴木孝太郎操集) ; 2雄, 山形藤山形市外千歳山 (11. V. 1940,黑澤良彦採集) ;2
雌, 同前 (9. V・19fl, 黑1等;良彦採集); 2?, 21準, 山形1縣米輝市外斜平山 (12. V.1940, 黑
澤良彦及千葉常彦採集) ; 】 Y , 1難,  同前 (23.  y .1943,  黒 :澤良 :彦採集)  ;l f整 , 1雄,  山形解
普妻山i館11畢 (1・ VI・19a, 黑 更彦採集) ; l l準, 新潟藤佐渡金北山 (4. VI「「. 1940,伊賀
正汎採集) ; 7離, 5難, 新潟底佐渡高 f (27. VI I i917, 正汎操集) ; 1雄,東京都
島區東長時 (17・ VI. 1933, 荒木東次採集) ; 1雄, 1、雌, 東京部板橋區i:r古国 (12.V. IP40,
国添大三郎探集) ; ]雄, i、ト津 (15. V. 1911, 宮国俊一 採集) ; l l準, 長野解板国
(10. VI I I. 1942, 自并患義採集 ) ; 1雄, 京部府 山 (10・ V. 1913, 伊賀正汎採集) ; l雄,
大阪府矢国 (23. IX.1943, 谷ロ、和義深集); 1雌, 奈良解入之 (29. V i i i 943, 矢野由

雄 ) ; 1雌, 島取解大山 (17. V「1. 1947, 河野洋採集) ; 1? , 爾岡解顧岡市外着杉山 (1.
V.1932, 自水隆採集); 1雄, 商問市外大n島山 (27. IV. 1933, 自水隆採集) ; ]雄,1雌, 商
岡市外立花山-(l4・ IV・ 】946, 黑澤良彦採集).
分布:  全欧洲, 西比利亜, アムール, 灘洲, 日本 (北海適, 本州, 九州)・
本極 は體長3.0--'3.6 mm-, 黑 色乃至黄黑色の地色を した通報iに銀自J'J至銀灰色の
波 毛斑を装ふ小型の美麗極であるが, 變化多く其の地色及び被毛の有無に依り若
干の異常型が記 d表されて居る.  但し此の被毛は ﾛl ll脆し易く之の有無に依り區別す
事は全く不可能である. 歐洲の ど全土から東西兩西比利_511を通iリ廣くアムール,
滿洲までも分布して居る種類である力'、,  日本からは從來T. salicis LEWIS ( ノミチ
ビタマムシ) の名で知られminutaの方は全く記 の無かつたものである. 本で

- は主として中北部の 方に多い力、, 上述の樣に九州でも北中部に分布する. 私等
1)

は北海道及び四國の標本を検する事が出來なかつたが, 井内孝調氏に依り旭川から

記録されt二アカガネチビタマムシ (T・ medita SAUNDF,RS, 資は ineditaの誤) は明 ・

かに本種であるし, 矢野文彦氏よりの會つての私信にも同氏は北海道産の本種を所

機t:らる 旨述べられてあったので本種が北海道に産するのは確實である. 又 Lei
wis のsalicisの原産地が官ノ下, 須走, 京都であるので北海道から:1し州に直る日本
一回に分布するらしく , 四國にも必す-産するも'のと確信して居る. 大陸に於ける分
布はァム ール,  ウスリーから滿洲の北部にかけ記S・ \があり , 南浦洲から記較され
直fからも記S・ ｮのある mandjurjca OBF.NBEl・tGIiR (Wiener Ent. Ztg., XXXV「,
p 2:t8, l917) も或 は本種のsynonymかさもなくば一l器i極又は變種ではないかと
考へられるが, 何しろ大 産の標本を僅かしか検して居らぬので何とも決定するこ

とが出來ぬのは殘念である. 又 Le'l'visが日本から記 し T. sat leisはその形態,
被毛及びその寄主植物まで完全に本種i ｲ一致するので私等は  salicis  を本種の  Syn
onym として取扱った. 、

.

本種の寄主植物は歐洲ではSalix caprea, Salix aurita等主として柳屬であるが, ' 、

1) 并内孝蘭 : 見虫界, Vol・ 8, p 279 (1940).
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Corylus avelIana ( ハシ,・、ミ屬の一種) をも食すると云?- .  日本では早 より出現

し, .東北地方ではSalix vulpina A:NDli I'wS( キツ・;i、ヤナギ), Salix bakko K;[MURA
, (ヤマネコヤナギ) 等柳屬の葉上にのみ見られ, 私等は本屬以外の植物から探集し
たことがない. 關西や九州でもやはり SaIix sp・ の葉上で採集した.
本種の發生に就いて注意すべき點は, 本種には少数ではある力'、秋9 月頃發生する
個體のあることである. 、

、 '尚本種の 輔の地色が著しく青味を增し, 銀自色波 帶を端ど缺如し, l更に前
背板の赤味が 1、 張々くなつた個體をal) .  poeci lochro a OnENIIF・ R(「 (Arch f・
Naturg., TXXX「「, A, 「「, p・ 46 1918) と云 . 無澤は之に相當するl雄を山形市外
千歳山で1940年5 月11 日に採集した.
又本種の和名に就いてはノ .iチビタマムシは不適當と思はれるので三僑信治氏が
氏の目 に用0' らオ1 た sat leis の和名ヤナギチビタマムシを採用した.

I「.  flgriIus alax KERRnMA:NS ( シラホシナガタマムシ) 並びに A ala;zen

LIv、「S・('ョツポシナ力'タマムシ) に就いて (On the synonymy of 月griIus ajax
KI:ftRnMANS and R alazon LEWIS) (.Plate I)
我邦・こ於いて Agrilus ajax KERRnMA'NS (シラホシナガタムシ) なる種が圖示
されたのは比較的最近の事で加藤正世氏alこ依るものが最初であるが, 餘り一般の注

4)
意も惹くに到らなかった. 其後1938年に福井縣 物學會に依り日本産の標 こ基く

最1110の . aiax  と同定された極が圖示され, 更に最近に到り平山修次郎氏に依り
表灣産aiax の見事な原色富眞が据げられるに及び急激に一般の注意を換起し, 此
のalax と同定さオ1 た種が束京以西の各地で探集される様になった. '

然し私等は以前より日本で ajax と稱せられて居る極がLewisの figrilus alazon
◆- の記?表に完全に一致するのに氣附いて, alax は aIazonの一亞種とすべきものでは
ないかと考、-て居たが, 他の研究の爲に兩種の詳細な比較檢討をせ一j , に今日に到っ
た. 今回 を見て英の雄性交尾器の比較をすることが出來, 更に中條道夫氏並びに
同氏を通じてパリ 物館の A. ThCry氏の意見をも伺ひ・得て益々その考へを 、 く し

た .
、

即ち私等は此の考の下に期演隨 aiax と日本産alazon の相當数の個体を比較し
た結果,
「.) A ajax K.ERREMANS, l912 (シラホシナガタマムシ)

、

2) 三橋信治: 虫密雑誌, Vol.6, p272 (1919).
3)  加藤正世: 分類原色日本i熬字､鑑,  :「X,  pl・  XX「 X,  fig .13  (1933)
4)  應11・願相l物學會: 原色1s福井解見虫日譜,  pl.  南系翻,  f i g9  (1938)
5)  平山修次真lf : 原色甲虫国諾, p70, pl. -XXVII, fig. 1 (1940).
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1・   前ll向背板は美麗なる:' メラルド様深青色に輝く. 輔は暗青色, 青銅色を帶
び線色を帶ぶること少きも個体に依り全体著しく黑色味を帶びる' ものあり.

2・  翅輸の自毛紋は銀灰色を帶び稍々 鮮明を缺く. 第一及び二絞は特に小型.
3.   休下は青銅色光澤を有する青色. _            -

、 I「.) F、 alazon T・BW「S, 1893 (.ョツポシナガタマムシ)
1' ・ .前胸背板は金綠乃至銅線色に輝.く. 軸は深綠乃至青無色, 僅かに青銅色を
帶ぶ.
・, 2' . 翅 の自毛紋は濃く鮮明, 銀灰色を 'i'せ i ;, 第一及び二兩紋共に顯著.
,  3'・ 休下は金銅色乃至明るき 色, 青味を帶ぶることなし.
等の諸相迷點を見出す事が出來たが' 何れ 色彩上の相遊で' 兩種の間には何等

の 上の差異を見出し得 , 且つ上記の色影上の相通も3, 3, を除いては何れも
中間型の存在に依って連續するので裏・ ｼの aiax  は明かに日本に産する  alazon  の
- ,ill種と認むべきである. 圖に示した様に兩種の雄性交尾器の形;状 も大同小異で
個体變異の範国を出す-, 半lj然とした區別が認められない.
- 日本ではalazonはCeltis sinensjs PEliS00N var・ japoilica NAKAI (二E. ノキ)
に寄生するので表灣のPnbsp aiax もやはりCeIt 屬に寄生するものであら.ふ とは

推察出來る:が来t iに不明である.
因に私等の検した兩亞題の標本は下記の様なものである.

- 1・F、 aIa;zen LEwIS :

11唯, 四國愛援解 (詳細不明) (18.V「・1941) ; 2罐, 德,量l解劍山 (「.V i ll i943, 河野洋探集);
1雄・1雌, 同前 (I.VI I i . 1943, 平国信夫採集) ; 3增, 2難, 問縣福智山 (18.V「「.1943 松国

投 ) ; 1雄 3確, 同前 (5.VI I I.1943, 本因昭臣採集); 1雌, 兩間藤英彦山 (17・ VI I i9.29,
;21:時f第三及藤野政雄採集) ; ]1111t, 同前 (10.V「. 1945, 江時際三及安松京三採集) ; 4雄, 2 ・  熊
本縣内大臣山 (17.VI「.1919, 矢野宗幹操集) ; 1雄, 大阪府英面 (2.V「.1910, 伊賀正況採集)

' 2・ A alazon ajax KEBREMA
1雄, 4? , 登n盡中州三角峰 ( VI .1941) ; 1 ?, 表中州 里社 (V.1942) ; 1雄, 1 , 同前 (ii.

VII I.l940) ; 1 ・  同前 (3.VIT.1912)  ;  1雄 ,1tt生,  同前 (2-l .V「 .1911,  矢 :野由雄 ) ; 2雌, 同

前 (VT「.1941. 余:適:操集) ; 1難, 同前 (2;).V.194】, 矢野由雄採集) ; 1雌, 基中州層英(18・VI「I
1937) ; 1雄 (産地日附等不明) ; 1離, 整中州獅子頭 (24.VIT・1041, 余童 )

alazon にはョツポシナガタマムシと.云.i、和名があるが此の名は本種には不適當
であるし, '一般には ajax のシラホシナカ'タマムシの方が親しまれて居るから aiax
が aIazonの亞種とされるなら兩方共にシラホシナカ' タマムシと稱した方がよから
うと恩.ふ.
兩 を整理すれば下記の如くである.
Agfilus alazon LEw「S シラホシナガタ マムシ ,

,
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Pla te r.'「rans. Kinki Coleopt. Soc., Vo】. 「I, No 4.
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Rgrjlus aIazon LEv、Is, Joun1. Linn. Soc. Zool.  London, XX「X, p, 333 (1893)・
Agirlus ajax NA'「. ;HIS. Sot,. FUKUI PRI?F., (nee KI RIRmiANS) Nat. (iolour.

m. Ihs. Fukui Prof., pl fig 9 (1938).
.Distr. : Japan (Honshu, Shikoktl, Kyushu).

Agrilus aIazon ajax KI,RR日MANS' -

Agri lus aja KI'RRK:MANS, Archly f. Naturgesch., LXXV「l「,. A, 7, p2()7 (1912)・
'

、

Distr. : Forme .

( Aug. l947 )

本州来記銀の花天牛一種に就いて . 黑  澤  良  彦

0edecnema dubia (FABBI( 「US, 1781) (モ、プトハナカミキリ, アシプトハ カ ミ キ

、J) は本邦領土内では從來北海通の?'-から知られ,本極が本州に産するであらふと想豫すらする
人は無かった機である. とこるが故荒木東次氏はl9 g年 6月中旬に薄馬解 倉で本翻l3雌を採集
せられた. 私は此の標本を拜見した折に直に である事を確認Lたのであるが, 標本が全部

雌ばかりで他翻に比し最も翻著な特etを具へる雄標本を缺いて居るので雄の採れ,るまでその邀 ・ 、

表を差控一、て居た・ とこるが其后あの大空襲となり此の標本a燈失し,  荒木氏も情しくも故人'
と t i られ, が本州に産すると云ふ燈據は完全に消減 してしまつ't二・ 、

私は此の荒木氏採集の標本に基き が尾瀬を中心とする地方に6 月頃發生、するだらふと見

をっけ, 本年 ( l947年) 6月尾湖の北側に當るIll富爲照南會津那の湯ノ花温泉に出かける折本種
が採れろものとひそかに期待して行ったのであるが, 案の如く到着第一日目の14 目にその1雌を
ャマニンジy (Rnthricus syIuestr is HOFFM)  の花上に:致見し し, .越えて20日に今
度は1 雄をやはりャマニyジンの花上に捕一、茲に本極が本fHに産する.と云ふ確強を得ることが
出來た. その詳細な産地は次の通 lり 'eある・

、

.

l雌1兩‘ o解南會津那館岩村湯ノ花渡澤漢谷入ロ (14・  V「・ 1947,  黑澤良彦 �集

1雄, 同上 . 瀧澤漢谷 (20・ Vi . 1947, 黑澤良彦採集).
同地でも個'aa數著しく妙く9目に直る滞在期間中価かに上認1雄, 1雌きり採集出來なかった.
憶ふに今まで本州に産するのが知られ・なかった理由は此様に個腿數が尠い上に出現期が短く且

つ早い爲であら一;、. .

私は査にltlt荒本東次氏の遺志を繼く'事が出來'tiのを慶ぶものである.
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チュウジョウハナカ ミキリ 九州に産す 中 根  猛

尋友 士君が去る8月私に提示された標本の中で九州で採集 されたと云.1,1 頭のチ ウ 0'

ョウハ・・カミ キ、J Str?naalina chujoi MITON0があっt二・ 標本をieあ一Sかbして ぺて_
f

みたがまさしく同種と考へられるのでー',' に新分布として配繼する・ .

1雄; f能島属 Takeoka ; 5. V「. 1941; T. Kusumoto leg.
・

・

ウ ス チ ャ ジ ヤ ウー・カ イ の學 名 - 中 根 彦

-

この翻は按山fe・i:の日本の甲虫や 谷・ 安立兩氏の甲虫目譜に●示きれて て Can tha「 iS
iusiana KI ESnNWE'「T」 R が學名として用ひられて る・  しかし責際に原配載に9って
みると, 之は全く誤であって, Ci ciusiana なるものは蘭背が半国形に日まつて て 中央

が暗色を呈してるる. ウ チヤe9ヤウカイ 名にはC. inSulSuS(HAROLD) を用ひるの-
が妥営である・

'i '

訂 正 - 件
、
編 係

會報第 I I 1 號8 買, 東公氏の配事中(附日)は1) tなく2)に附くべきでありました・
着者並びに t ilt確◆にお能申上d'lf正我します・ 、

原 稿・短- 報 基 集 同 好

會国数も皆様の御好意によ !1漸次增加, 會報 も順次回滑に發行出來る様t一なってa
りました・ 振つで研究・ a察の総果を發表設され,たし・ .

-ll

會我の御 i第込について 會 計 係

一t費の御擁込 には 「兵庫解川邊部責塚御段山 大a'正文方 近識甲虫同好會」振響口
座大阪121,15 u番 t御利用ドさい・  但し朝込手数料御加算国ひます・ .

・、 一( 30 ) - 0 ,

-_

、 ・

111
l
,'

、/


